




































































































に基づく基礎研究の進展にとって リサーチの大きな目的と考えられ 立衛生研究所 (NationalInstitutes 




契機としたい。すなわち、今後は、 医療の創造に寄与するとともに、 術会議の月例科学技術報告に 「ポ










































































































































































































































































関する発表がなされた。近年注目 題を解決するため種々の方法が提 NTT基礎研(高柳 英明等)が
されている量子コンビュータ④を 案されている。今回の会議では米 既に量子状態の観測に成功してい
実現するための素子を、超伝導状 国NISTのJ.M. Martinisが発表し る。しかし、超伝導量子ビットの
態で出現する量子化現象(磁束の た、比較的大きなジョセフソン接 研究は開始されてまだ数年しか経
量子化、及びエネルギーの量子化) 合 (10μm角程度)とキャパシタ っておらず、まだ数年は基礎的な
を用いて実現しようとする研究で ンスを組み合わせた方法が注目さ 研究が中心になると思われるた
あり、米国及び欧州を中心に積極 れた。発表者はこの方式により数 め、長期的なサポー卜が必要であ






































































































































トランジスタの可能性 このたび、独立行政法人産業技 した (Science，vol. 297， pp.234-237 




磁気抵抗効果を用いる MRAM 開発した。ス ピン偏極共鳴トンネ に減らすことに成功した点である。



















や快適性、利便性の追求による車 様に、 2005年導入予定のEUR04、 電磁駆動弁、電動ブレーキといっ







燃費に優れた車両の開発が自動車 応用部門大会では、 「自動車電源 ことなどの理由から、大幅な燃費
業界の最重要課題となっている。 の42V化に関する諸問題Jと題す 向上とともに排ガスの抑制による






































































































































の利用が期待されている。同教授 ルアミン (TEA、沸点890C)の とである。同教授らはDIPAの方
らは、親水性のイオン性液体であ 等モル混合物を、他方にジエチル がTEAより上記イオン性液体に
る1-ブチル 3 メチルイミダ エーテルを入れ、イオン性液体膜 対し親和性が高い為としている。
ゾリウムヘキサフルオロフォスフ を通ってジエチルエーテル側に出 本研究は未だ初期の段階であ
ェートを多孔性高分子(ポリフッ てくるアミンの組成を調べたとこ り、工業化の為には分離性能の向
化ピニリデン)膜の細孔に固定し ろ、 DIPA80%、TEA20%という 上など更に検討すべき課題カ官、多い
て親水性のイオン性液体膜を調製 値を示し、本イオン性液体膜が分 が、低コストの分離法となる可能







東南海地震 ・南海地震は今世紀 50~55km 陸側に位置する地点 が発見されており、これらのこと







タ一 国体地球統合フロンティア されており、反射波解析から前弧 プレート境界から派生する分岐断
研究システムの金田義行らのグル 盆の南海トラフ側では堆積物が陸 層も活動した。そして、分岐断層
ープが明らかにしたとScience(8 側に向けて傾斜していることか に沿うすべりが海底面まで伝播す
月16日 voL297. pp.l157-1160)に ら、外縁隆起帯は継続的に隆起し ることによって、巨大な津波が発
発表した。 たと考えられる。これは、分岐断 生したと見られ、分岐断層は沈み
これは、 2001年に行なった熊野 層の活動により上盤側が持ち上げ 込むプレートとともに巨大地震発
灘沖の南海トラフにおけるマルチ られることにより、外縁隆起帯が 生のメカニズム上、大きな役割を
チャンネル反射法探査のデータの 形成されたことを示している。 果たしていると考えられる。
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